
【実施主体】つくば市
平成26年度

【先－１６】 竹園地区における新たな地域拠点創出検討調査
（対象箇所：茨城県つくば市）

調査目的・これまでの経緯 施設の概要

調査結果 今後の展望

竹園地区は、筑波研究学園都市の建設に伴い昭和40年代後半に短期
間に整備されたことから、施設の老朽化など多くの課題を抱えている。そ
のため、魅力ある地域拠点を創出するため、官民連携による複合再開発
や公共施設更新、エリアマネジメント等の可能性を調査した。

平成24年 研究学園地区まちづくりビジョン策定
国家公務員宿舎削減計画が公表

平成25年 つくば中心市街地再生推進会議で都市再生のあり方を検討
平成26年 都市再生に向けたプロジェクトを検討

つくば駅の東約1kmに位置し，公共施設や商業施設等が集積している地区
【面積】
約9.2ha
【用途地域】
近隣商業地域
第一種中高層住居専用地域
【主な立地施設】
商業施設、銀行、郵便局、小学校、
幼稚園、保育所、児童館、
交流センター、公園 等

○今後の予定

○事業化にあたっての課題

事業化に向けた調整

詳細計画作成

事業認可等手続き

着工

事業化の決定

• 事業リスク低減のための事業
期間の短縮化

• 民間施設の自由度を確保した
上での必要機能の導入

• 拠点のみでなく周辺住宅をも
含んだ官民が連携したエリア
マネジメントの拡大

１．再編計画・事業手法・資金計画 ２．公共施設と民間施設の複合化手法
○Ｂ事業についてはＰＦＩ事業として実施し、市所有の余剰
地及び余剰床の活用と公共施設の設計、建設、管理運営
を一括して事業化 （ＰＦＩ事業に余剰地売却を組合せ）
○将来の変化に対応するため、建築物をスケルトン化し、
公共施設同士の合築及び民間施設との合築を図る

３．エリアマネジメント手法】
○方向性
・地域拠点のみでなく、周辺の住宅地をも含めたコミュニテ
ィ・にぎわい機能の創出と地域の街並み創出

つくば駅
から約１km

地域拠点

ペデストリアンデッキ

【再編計画（案）】

【事業手法】

○導入機能
・現在の機能はすべて配置
・新たな機能を導入
賃貸住宅（外国人専用含む）
インキュベーション施設
アクティブシニア向け施設等

○配置計画
・公園を核とした地域拠点創出
・東側に公的施設、西側ににぎ
わい施設を配置

○下記表に示す事業手法で実施
○Ａ～Ｃまでの事業を一体事業として実施することも検討

収入

支出
建築
運営

余剰地
売却

建築
運営

余剰地
売却

※本調査は，再開発等の可能性を調査したものであり，決定したものではない。

 直接協定(ＤＡ) 

融資・ 

財務モニタリング 

元利金 

返済 事業契約 

設計企業 建設企業 維持管理企業 デベロッパー等 

モニタリングの実施 

構成企業 

出資 配当 

委託契約 請負契約 委託契約 

委託料 請負料 委託料 余剰地 

売却等 

Ｓ Ｐ Ｃ 

つくば市 金融機関等 

6～9か月

10か月

6か月


